
○７番（片平恵美）（登壇） おは

ようございます。日本共産党の片平

恵美です。 

 まず、働きやすい職場づくりにつ

いて質問をいたします。 

 近年、会計年度任用職員の大幅な

削減が続き、正規職員の長時間過密

労働につながるのではないか、職員

の心と体の健康への影響はないかな

どの質問を繰り返しさせていただい

てきました。 

 それに対して各部署、必要な人員

数は毎年度、定員管理調査の結果を

踏まえて配置している、限られた人

数の中ではあるが、適正に配置して

いる、業務を平準化できるよう努力

しているという御答弁をいただいて

います。 

 現場の職員の認識と乖離があるよ

うです。とにかく人が足りない。時

間内に業務が終わらない。休みの日

に出てきて、仕事をこなさなければ

ならない。このような声を聞いてい

ます。退職という選択肢を選ぶ方も

おられるようです。 

 昨年の伊藤優子議員の質問への御

答弁には、定年前の退職者は近年、

増加傾向にあるとありました。 

 改めてお伺いします。 

 本市における定年前退職者数の推

移を直近５年間について教えてくだ

さい。令和６年度については、年代

別にも教えてください。また、今年

度に入ってからはどうなっています

か。 

 ２点目、令和６年度の退職の理由

について教えてください。年代別に

傾向があれば、併せてお答えくださ

い。 

 ３点目、昨年の御答弁では、今後

の対応として、職員がやりがいを持

って働ける職場風土の醸成が大切で

ある。職員が成長できる組織づくり

に取り組むとありましたが、具体的

に何に取り組み、どのような成果が

あったのか教えてください。やりが

いを持って働けるというのは大切な

ことですが、今職員が直面している

働きづらさは、やりがい以前の問題

もあるのではないかと感じていま

す。 

 ４点目、働きやすい職場であるた

めに何が大切か、何が足りていない

のか、何に困っているのか、職員か

らの声を聞いておられますか。 

 以上４点、御答弁よろしくお願い

いたします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。髙橋総務部長。 

○総務部長（髙橋聡）（登壇） 片

平議員さんの御質問にお答えいたし

ます。 

 働きやすい職場づくりについてで

ございます。 

 まず、本市の定年前退職者数の直

近５年間の推移についてお答えいた

します。 

 令和２年度14人、令和３年度

13人、令和４年度13人、令和５年度

からは、定年延長制度に伴い、60歳

で退職した職員が10人、59歳以下の

退職者が17人、令和６年度では60歳

で退職した職員が８人、59歳以下の

退職者25人で、その内訳は50代が７

人、40代４人、30代10人、20代４人

でございます。 

 今年度につきましては、現在まで

に40代、30代各１人の合計２人でご

ざいます。 

 次に、令和６年度の退職の理由に

ついてでございます。 

 転職によるものが最も多く、次い

で家庭の事情、病気等の体調による

もの等でございます。年代別で見る



と、20代、30代については転職が多

く、40代、50代については、家庭の

事情による退職が多かったように捉

えております。 

 次に、職員がやりがいを持って働

ける職場風土の醸成、職員が成長で

きる組織づくりの取組についてでご

ざいます。 

 若手職員には、できるだけ早い段

階で複数の課所を経験させ、本人に

とって適性のある分野を見つけられ

るように配慮するとともに、本人の

希望も考慮しながら、職員としての

成長につながるような人事管理を心

がけているところです。 

 その成果は、一人一人の職員の成

長として現れるものであることか

ら、全体として評価することは大変

難しいと考えております。日頃の職

務行動の中で、成長した部分を上司

がしっかり観察し、評価し、人事評

価や面談を通じて、さらなる成長に

つなげること、そして、その継続が

大切であると考えております。 

 次に、働きやすい職場についてで

ございます。 

 働きやすい職場は、そこに所属す

る職員が一人も欠けることなく全員

で作り上げていくもので、一人一人

の心身の健康はもちろん、職場での

良好なコミュニケーションがその基

盤であり、どのような問題も遠慮な

く話し合える雰囲気づくりが大切で

あると考えております。困っている

ことがあれば、まずは職場で話し合

うこと。それが職場の環境や人事管

理上の問題である場合は、人事課に

相談していただく体制は整っている

ものと考えております。 

○議長（田窪秀道） 片平恵美議

員。 

○７番（片平恵美）（登壇） 御答

弁ありがとうございました。 

 退職の理由の中に、家庭の事情と

ありましたけど、この家庭の事情と

いうのは、恐らくは、例えば子育て

であるとか介護であるとか、そうい

うことが入ってくるのではないかな

というふうに思います。 

 新居浜市も女性活躍推進法に基づ

きまして、特定事業主行動計画を策

定していますよね。仕事と子育ての

両立を図ることができるよう支援す

る職場環境の整備と、女性活躍の推

進が目的の計画でありますのに、子

育てや介護といったことが退職の原

因になっているというのならば、こ

の計画に足りないところがあるの

か、もしくは実行できていないとこ

ろがあるのか。いずれにせよ、子育

てと両立できない状況があるという

ことを真剣に捉えて、正面から改善

を図っていくことが必要ではないか

と思います。御所見をお伺いしま

す。 

 また、行動計画には相談窓口の設

置とありますけれども、この相談窓

口の職員さんの利用状況は、どのよ

うになっていますでしょうか。 

 お願いします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。髙橋総務部長。 

○総務部長（髙橋聡）（登壇） 片

平議員さんの御質問にお答えいたし

ます。 

 ２点ございました。特定事業主行

動計画が現状に即していないのでは

ないかということが１点目、２点目

が、その行動計画に基づく相談窓口

の利用状況がどうなっているかとい

うことだったと思います。 

 特定事業主行動計画につきまして

は、御指摘のように、策定をしてか

らしばらく時間がたっておりまし



て、直近で、今年度だったか、来年

度だったか、ちょっと覚えてないん

ですけども、見直しをかける計画が

ございます。前回の策定から随分時

間がたち、職員の状況や世間の状況

も随分変わってきておりますので、

現状に即した改定ができるように心

がけてまいりたいと思います。 

 それから、それに基づく相談窓口

の利用の状況ですけども、これも数

字的なものは拾ってはいないんです

けども、先ほども申しましたよう

に、職場でなかなか解決できないよ

うな問題、あるいはプライベートな

問題に関しては、逐次、人事課のほ

うに相談を寄せていただいて、私自

身もそうですが、話をじっくり聞か

せていただいたということがござい

ますので、恐らくそういうものがあ

って、人事課に相談すれば、何らか

の相談に乗ってくれる。あるいは解

決の糸口になるような情報を提供し

てくれるということは、ある程度認

知されておるのではないかというふ

うに理解しております。 

○議長（田窪秀道） 片平恵美議

員。 

○７番（片平恵美）（登壇） 先ほ

どの御答弁で、困り事は職場の中で

まず話し合って、そこで解決しない

ことは人事課に持っていくとか、人

事課に直接相談に来られる職員さん

もおられるということで、今お話を

伺いましたけども、職員さんの中に

は、言っても変わらないんじゃない

かとか、もう自分さえ我慢していれ

ばいい、もう我慢できなくなったら

辞めればいいというふうに思ってい

る方もおられるんじゃないんかなと

思うんですよね。でも、その口に出

さない職員さんの思いの中に、解決

のヒントがあるんじゃないかなとい

うふうに思います。 

 部局を通して、職場の意見として

人事課に上げるということも一つは

そうなんですけど、人事課が現場に

出向いていって、実際にそこの職場

が一体どんな働き方をしているの

か、どんな声があるかというのを、

学校の先生も学校で面談をするとい

うときは、自分たちの意見を伝える

と。それで家庭訪問に行くというと

きは、家庭の事情をお伺いするとい

う考え方だというふうに聞いたこと

があります。 

 やっぱり人事課が現場に出ていっ

て、そして、そこで現場の意見を聞

く、働き方の実態をしっかりと見る

ということが必要ではないかなとい

うふうに思います。 

 特に定年前退職が多い職場の声と

か、働き方の実態、これをよくつか

んで、必要な手だてを一緒に考える

べきじゃないかなと思います。 

 制度が足りていないのか、あるい

は制度以外の問題なのか。 

 例えば、昨日の大條議員の質問の

中で、公民館の職員さんの話でした

けれども、短期間での異動が多いと

いうことが、もしかしたら本庁の中

でもあって、それで仕事の中身をよ

く分かっている慣れた職員が少なく

なる、いなくなるということもあっ

て、残った職員が本当に大変な思い

をして仕事をしているという実態が

あるのかもしれません。分かりませ

んけども。そういうその他の点につ

いても、現場の職員の意見をよく聞

いてほしいと思います。 

 質問としては、人事が現場に出向

いて直接職員の声を聞くということ

をしていただけませんか。 

 御答弁お願いします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま



す。髙橋総務部長。 

○総務部長（髙橋聡）（登壇） 片

平議員さんの御質問にお答えいたし

ます。 

 人事課が現場に出向いていって現

場の声を直接聞いたらどうかという

御提案、御質問だったかと思いま

す。 

 人事課の現場からの声の聞き取り

方といたしましては、まずは定員管

理のヒアリングであるとか、人事異

動のヒアリングであるとか、あるい

は組織機構の見直しに伴う聞き取り

であるとか、そういう場を通じて、

課としての意見を聞くことは、制度

上設けられております。 

 ただ、その課としての意見の中

に、個人の意見が全て含まれておる

かというと、なかなか難しい部分も

あるだろうと思います。 

 ただ、組織としての決め事ですの

で、組織としてどういう方向に持っ

ていくかというのは、これまでの制

度を使いながら、それでもなかなか

個人的な部分というのが伝わりにく

いのであれば、直接お申出いただく

ということを拒否するものではござ

いませんので、聞く体制は整ってお

るとは思うんですけども、それを人

事課のほうから現場に乗り込んでい

ってというのは、ちょっとちゅうち

ょするところがございます。 

○議長（田窪秀道） 片平恵美議

員。 

○７番（片平恵美）（登壇）定年前

退職者が、令和６年で60歳未満の方

で25人もおられる。私は本当に危機

的状況だと思うんですよ。 

 今のお話で、人事課が乗り込んで

いくのはちょっとちゅうちょすると

いうのは、遠慮するという意味もあ

るのかなと思うんですけれども、で

も実際、職員の一人一人の本音が上

がってこないことには、管理のしよ

うがないんじゃないかと。本当に危

機的状況だということを真剣に捉え

れば、そこに知恵をもらいに行くと

いう立場で、皆さんの知恵を貸して

くださいという立場で行けば、それ

は乗り込んでいくというのとは、職

員さんの受け取り方も、またちょっ

と違うんじゃないんかなというふう

に思います。知恵は現場にありま

す。現場にしかないと思います。よ

ろしくお願いします。 

 たとえ家族の協力があっても、小

さな子供がいるお母さんが、夜遅く

まで仕事をしなければいけない気持

ち、休みの日も出勤しなければなら

ない気持ちを考えると、本当につら

くなります。小さい頃ばかりではあ

りません。思春期の子供も、心がピ

ンチになるときがあります。休みの

日にくらいゆっくり話を聞いてやり

たいと、そう思いながら仕事に出て

くることが、どれほど後ろ髪を引か

れるか。 

 何度も申し上げておりますが、自

治体の役割は、市民福祉の増進で、

それを担っているのが自治体の職員

です。取り返しのつかないことにな

る前に、働きやすい、働き続けられ

る職場づくりを、ぜひ全職員で力を

合わせて取り組んでいただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

 


